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	製品名: MEK-4（リン酸化Thr261）ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab05010
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、マイトジェン活性化プロテインキナーゼ（MAPK）ファミリーのメンバーをコードします。このファミリーのメンバーは、複数の生化学的シグナルの統合点として機能し、増殖、分化、転写調節、発達など、様々な細胞プロセスに関与しています。これらは、MAPKKK、MAPKK、MAPKからなる3層シグナル伝達モジュールを形成します。このタンパク質は、MAPKKKによってセリンおよびスレオニン残基がリン酸化され、続いて下流のMAPK標的タンパク質のスレオニンおよびチロシン残基をリン酸化します。マウスでは、同様のタンパク質が肝臓の器官形成に関与することが報告されています。この遺伝子の偽遺伝子は、X染色体長腕に位置しています。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2013年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：JUNキナーゼMAPK8（JNK1）およびMAPK9（JNK2）ならびにMAPK14（p38）を活性化するが、MAPK1（ERK2）またはMAPK3（ERK1）は活性化しない、二重特異性キナーゼ。,PTM：MAPキナーゼキナーゼによるSer/Thrのリン酸化によって活性化される。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。MAPキナーゼキナーゼサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,サブユニット：SPAG9と相互作用します。,組織特異性：骨格筋で豊富な発現が見られます。他の組織でも広く発現しています。
	研究分野
	血管新生の制御、幹細胞経路、アクチンダイナミクスの制御、Toll-Like、細胞増殖、ErbB/HER、B細胞受容体、MAPK_ERK_Growth、MAPK_G_Protein
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	SEK1/MKK4（リン酸化Thr261）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	SEK1/MKK4（リン酸化Thr261）抗体を用いた、UV 15‘処理した293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化MEK-4（T261）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

